
【島のくらしの情報】 竹富町～八重山諸島(竹富島、黒島、小浜島、嘉弥真島、西表島、由布島、新城島、鳩間島、波照間島)～

① 仕事（収入）の状況
沖縄県の平均月収は他府県に比べ低い水準です。求人は観光業が多くを占め、繁忙期だけの短期間の求人（民宿・農業・加工業など）も多くシー
ズンごとに募集があります。住み込みや、寮のある事業所が多いです。石垣市にハローワーク八重山があり、町内の求人募集も出ています。ま
た、地元の新聞や情報誌へ求人情報が掲載されています。

②
住居の状況
（貸家、空き家など）

民間の賃貸住宅は少なく、町内に不動産屋はありません。空き家を借りる場合には家主との直接交渉が必要となります。土地を購入する際には、
地目をはじめ、建築基準法に規定する接道義務を果たしているか等、事前に十分確認してください。

③ 医療環境の状況
町立の診療所（竹富島・黒島）と県立八重山病院付属の診療所（西表島２か所・小浜島・波照間島）が６診療所、町立歯科診療所（西表島２か所・
波照間島）が３か所、保健指導所（西表島２か所・波照間島）が３か所あります。大きな病気やけが、緊急の場合は、石垣市内の県立病院や那覇へ
搬送されます。

④ 福祉環境の状況
介護予防事業による高齢者や保健医療対策として基本健康調査、健康教育、健康相談、訪問指導などが実施されています。妊婦や高齢者に対
し、石垣島への診療に係る船賃の一部補助などを行っています。

⑤ 教育環境の状況
島ごとの学区になるので、合併は行わず小中併置校としているところが多いです。それゆえ児童数も少なく、複式学級になりがちですが、だからこ
そ学校教育のICT化が進んでおり、電子黒板やタブレット授業のほか、通信による学習塾など児童・生徒一人一人への行き届いた教育が行われて
います。町内に高校は無く、中学卒業後は隣接する石垣島（石垣市）や沖縄本島の高校へ進学しています。

⑥
上下水道・電気・ガスの状
況

上水道は西表島および石垣島からの海底送水、波照間島は海水の淡水化によって確保しています。下水道は排水整備地区のほか、合併処理浄
化槽などの設置を推進しています。ガスはプロパンガスを使用してます。電気は海底送電を主に活用しています。

⑦
本土との交通手段
（費用、時間、便数など）

全ての島への航路がある石垣島まで、空路でお越し頂きます。羽田、関西、中部からは石垣までの直行便があり、それぞれ2時間半から3時間で
す。それ以外は沖縄本島の那覇を経由することになります。石垣・那覇間はピーク時で20往復、片道1時間弱となります。いずれも早期割引料金の
設定もあります。
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⑧
島内の交通手段
（費用、便数など）

町内の各島へは高速船が運航しており、平均で１日10往復あります。アクセス時間は島ごとに異なりますが、石垣島から10分～1時間で渡ることが
できます。船賃は片道670円～3000円。また、高速船以外に離島住民の生活物資、大型の荷物や車両を運搬する貨客船も運航。（各島週3便程
度・1日1往復）天候の不安定な冬場や、台風などにより船が欠航する場合があります。公共交通機関は西表島（路線バス・タクシー）、竹富島（巡
回バス）があります。

⑨ 買い物場所・物価の状況
物価は本州や石垣市と比べ割高です。町内の各島に商店・共同売店があり（新城島・嘉弥真島・由布島除く）西表のみスーパーがあります。ガソリ
ンも輸送コストがかかる分、割高となっています。石垣市内の大型スーパー（５軒）では本州並みの品ぞろえがあり、離島への船積みサービスを利
用する町民も多いです。またネット通販を利用する際、お店によって離島地への配達対象外の場合や、送料が割高になる場合もあります。

⑩ これまでの移住実績
進学のため町外に出る若者・世帯が多いですが、同数程度の若者の転入者がいて、総人口は微増が続いています。多くは観光業の社宅付き就業
によるものが多いです。竹富町移住サポートセンターによる支援も行っています。

⑪
移住を希望される方の短
期滞在、下見に対する支
援の状況

町内にご旅行を兼ねて移住視察に来られる方には、竹富町移住サポートセンターから先輩移住者との面談などの案内をさせて頂きます。

⑫
移住にあたっての支援の
状況

定量的な不動産情報・就業情報が不足している竹富町ですが、個別相談に応じ親身に対応させて頂きます。

⑬
そのほか島での暮らしぶ
りについて伝えておくべき
必要な情報

【金融・銀行など】町内には郵便局のゆうちょ銀行のみ（竹富島・小浜島・黒島・西表島・波照間島にＡＴＭあり）、鳩間島に簡易郵便局があります。Ａ
ＴＭで他行の預金も引き出せますが手数料がかかります。
【防災関連】各島に防災行政用無線施設が開設され、西表島の群発地震を契機にした地震情報連絡システムの整備により地域と役場、防災関係
機関との相互の連絡体制が確立されており、地域での避難訓練、町民への広報活動を実施しています。
【ごみの分別】竹富町有料指定ごみ袋（有料）を使用。粗大ごみは処理券が必要です。自然環境の保全の為、ごみ分別が細分化されています。
【台風時の対策】電線の切断による停電など、ライフラインに大きな影響があります。台風接近前に食料・水の確保、懐中電灯などの準備が必要で
す。台風の速度や進路によっては、本州や石垣島からの船が何日も出ないことがあり、商店の品物が少なくなる場合があります。飛来物による住
居損傷を防ぐため、台風接近前に家の周りやベランダを片づける、防風ネットを張るなどの対策が必要です。
【地域との交流】各島・集落ごとに公民館が設置されており、祭事の手伝いや清掃活動ほか公民館行事への協力をお願いします。
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